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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年5月19日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年5月19日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年5月19日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

12日に発表された4月の消費者物価指数（CPI）上昇率が前年
同月比+3.0％と市場予想を下回ったことなどを受けて、投資家
の買い意欲が継続し、インド株式市場は上昇しました。

SENSEX指数、NIFTY50指数ともに前週に続いて過去最高値
を更新しました。

4月のCPI上昇率が市場予想を下回ったことを受けて、インド10
年国債利回りは低下（価格は上昇）しました。週後半は利益確
定で売られ、やや上昇（価格は下落）しました。インド10年国債
の指標銘柄が入れ替わったことも金利低下の要因となりまし
た。

週半ば以降、米国で政治を巡る不透明感が高まったことを受け
て一時的に投資家のリスク回避姿勢が強まる中、年初来堅調と
なっていたルピーは、利益確定のために売られ、対米ドルで下
落しました。また、円が対米ドルで上昇したため、ルピーは対円
でも下落しました。

（対象期間：2017/5/15～5/19）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/5/12 2017/5/19 変化率

30,188.15 30,464.92 +0.92%

2017/5/12 2017/5/19 変化幅

6.912 6.710 -0.202

2017/5/12 2017/5/19 変化率

1.768 1.722 -2.60%
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